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│
│
第
二
末
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
の
諸
問
題
│
│

中

村

理

絵

は

じ

め

に

延
慶
本
の
頼
朝
を
考
察
す
る
上
で
、
挙
兵
に
関
連
す
る
一
連
の
話
（
以
下
挙
兵
譚
と
称
す
る
）
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
語

り
本
系
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
話
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
読
み
本
系
の
有
り
様
を
考
え
る
先
行
研
究
で
多
く
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
。

山
下
宏
明
氏
は
、
頼
朝
が
将
軍
と
い
う
栄
光
の
座
を
得
た
、
後
日
か
ら
の
逆
照
射
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
人
々
の
献
身
を
語
る
物
語
と

し
て
定
義
さ
れ
盧
、
砂
川
博
氏
は
延
慶
本
の
叙
述
姿
勢
に
対
し
て
、「
一
定
の
事
実
の
上
に
虚
構
の
網
を
か
ぶ
せ
た
も
の
」
と
論
究
さ
れ

て
い
る
盪
。
又
、
松
尾
葦
江
氏
は
延
慶
本
と
吾
妻
鏡
と
の
記
事
を
比
較
、
検
討
し
、「
い
く
さ
語
り
」
の
存
在
を
提
示
さ
れ
て
い
る
蘯
。

本
稿
で
は
挙
兵
譚
の
中
で
も
延
慶
本
第
二
末
「
佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
章
に
関
し
て
は
柳
田
洋
一
郎

氏
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
本
稿
で
は
主
に
三
章
で
触
れ
て
い
き
た
い
。
一
武
士
で
あ
る
佐
々
木
が
頼
朝
と
の
関
わ
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に

働
き
、
物
語
構
想
に
機
能
し
た
の
か
。

延
慶
本
平
家
物
語
頼
朝
挙
兵
譚
考

一

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Kwansei Gakuin University Repository

https://core.ac.uk/display/143630166?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


本
稿
は
「
佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
で
佐
々
木
の
言
葉
、
及
び
頼
朝
の
言
葉
伝
承
を
主
に
取
り
上
げ
、
彼
ら
に
ど
う
い
う
構
想

の
下
で
言
葉
が
あ
て
は
め
ら
れ
た
の
か
を
検
討
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
考
証
す
る
。

問
題
点
と
し
て
漓
大
庭
景
親
や
渋
谷
重
国
と
の
結
び
付
き
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
、
物
語
に
取
り
込
ん
だ
か
、
滷
物
語
本
文
に
重
視
さ

れ
る
二
郎
経
高
の
存
在
が
意
味
す
る
も
の
、
澆
頼
朝
の
言
葉
伝
承
―
頼
朝
の
冥
加
と
関
わ
っ
て
佐
々
木
の
遅
参
を
物
語
が
ど
の
よ
う
に
解

釈
し
よ
う
と
し
た
か
、
以
上
を
順
に
考
察
し
て
い
く
。

一

大
庭
景
親
の
脅
威
が
取
り
巻
く
頼
朝
の
挙
兵

「
佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
の
冒
頭
は
、
院
宣
を
賜
っ
た
頼
朝
と
時
政
の
会
話
で
あ
る
。
時
政
は
頼
朝
に
東
国
武
士
の
名
前
を

挙
げ
、「
広
経
、
経
胤
、
義
明
、
是
等
参
人
ダ
ニ
モ
参
候
ナ
バ
、
日
本
国
ハ
御
手
ノ
下
ニ
思
食
ベ
シ
」
と
語
り
、
後
日
、
時
政
の
言
の
通

り
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
時
政
の
言
の
中
に

若
シ
君
ヲ
ツ
ヨ
ク
射
マ
ヒ
ラ
セ
候
ワ
ム
ズ
ル
ハ
、
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
、
同
従
―

父
兄
弟
稲
毛
三
郎
重
成
、
是
等
ガ
父
畠
山
庄
司
重
能
、
同
舎
弟
小

山
田
別
当
有
重
、
兄
弟
二
人
、
平
家
ニ
仕
ヘ
テ
、
京
ニ
候
ヘ
バ
、
ツ
ヨ
キ
敵
ニ
テ
候
ベ
シ
。
相
模
国
ニ
ハ
鎌
倉
党
大
庭
三
郎
景
親
、
三
代
相
伝
ノ
御

家
人
ニ
テ
候
ヘ
ド
モ
、
当
時
平
家
ノ
大
御
恩
者
ニ
テ
候
之
間
、
君
ヲ
可
二

奉
背
一

者
ニ
テ
候

と
、
大
庭
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
畠
山
が
「
ツ
ヨ
ク
射
マ
ヒ
ラ
セ
」
る
者
、「
ツ
ヨ
キ
敵
」
と
称
さ
れ
る
の
に
対
し
、
大
庭
は
「
背
く

べ
き
者
」
と
、
頼
朝
へ
の
反
逆
者
で
あ
る
こ
と
を
時
政
の
言
と
し
て
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

源
平
盛
衰
記
で
こ
の
箇
所
は

此
ニ
相
模
国
住
人
大
場
三
郎
景
親
ハ
既
三
代
相
伝
ノ
御
家
人
ナ
レ
共
、
当
時
平
家
ノ
重
恩
ノ
者
ニ
テ
其
勢
国
ニ
蔓
レ
リ
。
又
武
蔵
国
住
人
畠
山
庄
司

重
能
・
小
山
田
別
当
有
重
、
平
家
ノ
大
番
勤
テ
侍
ナ
レ
バ
、
重
能
ガ
男
重
忠
・
有
重
ガ
男
重
成
、
同
可
レ

奉
レ

背
。
其
勢
景
親
ニ
劣
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
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（
巻
第
十
九

兵
衛
佐
催
二

家
人
一

）

と
、
大
庭
の
記
述
よ
り
も
畠
山
の
記
述
が
詳
細
で
あ
り
、
延
慶
本
に
見
ら
れ
た
「
背
く
べ
き
者
」
と
い
う
思
想
も
、
畠
山
と
「
同
じ
く
」

と
、
大
庭
も
並
べ
て
述
べ
ら
れ
る
も
の
の
、
記
述
の
主
体
は
や
は
り
畠
山
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

長
門
本
は
こ
の
部
分
に
関
し
て

も
し
君
を
、
つ
よ
く
ゐ
ま
い
ら
せ
候
は
ん
ず
る
も
の
は
、
は
た
け
山
の
庄
司
二
郎
し
げ
た
ゞ
、
じ
ふ
兄
弟
、
い
な
げ
の
三
郎
し
げ
な
り
、
是
等
な

り
。
父
は
た
け
山
の
庄
司
し
げ
よ
し
、
お
な
じ
き
弟
、
小
山
田
別
当
あ
り
し
げ
、
兄
弟
二
人
、
平
家
に
仕
て
候
へ
ば
、
つ
よ
き
御
か
た
き
に
て
候
べ

し
。
相
模
国
に
は
、
か
ま
く
ら
と
う
大
ば
の
三
郎
か
げ
ち
か
、
三
代
さ
う
で
ん
の
御
家
人
に
て
候
へ
ど
も
、
た
う
じ
、
平
家
の
大
御
を
ん
の
も
の
に

て
候
へ
ば
、
君
を
、
ゐ
奉
ら
ん
ず
る
も
の
に
て
候
。

（
巻
第
十

兵
衛
佐
殿
始
給
院
宣
事
）

と
、
延
慶
本
が
畠
山
に
対
し
て
用
い
た
「
つ
よ
く
ゐ
ま
い
ら
せ
」
る
者
と
い
う
記
述
を
、
大
庭
に
も
適
用
し
て
い
る
。
延
慶
本
・
源
平
盛

衰
記
・
長
門
本
を
比
較
す
る
と
、
延
慶
本
で
は
、
よ
り
大
庭
へ
の
「
反
逆
者
」
と
し
て
の
意
識
が
強
い
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。本

稿
で
扱
う
延
慶
本
第
二
末
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」「
十

屋
牧
判
官
兼
隆
ヲ
夜
討
ニ
ス
ル
事
」
で
も
、
大
庭
へ
の

意
識
が
読
み
と
れ
る
。

佐
々
木
兄
弟
が
頼
朝
の
許
へ
参
じ
る
際
、「
ツ
ヽ
ム
ト
ス
レ
ド
モ
、
景
親
是
ヲ
伝
聞
テ
「
イ
カ
ヾ
ス
ベ
キ
」
と
、
国
中
人
々
ニ
云
合
ス

ル
ヨ
シ
聞
ヘ
ケ
リ
。」（
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
）
と
、
佐
々
木
兄
弟
参
陣
と
い
う
、
頼
朝
挙
兵
の
頼
も
し
さ
の
裏
に
、
頼
朝
が

大
庭
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
く
弱
さ
が
描
か
れ
、
又
、「
廿
日
マ
デ
延
バ
、
還
テ
景
親
ニ
襲
ハ
レ
ヌ
ト
覚
ル
ナ
リ
」（
十

屋
牧
判
官
兼
隆
ヲ

夜
討
ニ
ス
ル
事
）
と
、
頼
朝
が
自
ら
の
言
葉
の
中
で
景
親
の
脅
威
を
語
っ
て
い
る
。
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延
慶
本
、
長
門
本
と
も
に
こ
の
箇
所
は
ほ
ぼ
同
じ
記
述
で
あ
る
が
、
源
平
盛
衰
記
は
佐
々
木
兄
弟
の
参
陣
に
関
す
る
記
述
が
二
本
に
比

べ
て
簡
略
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
抱
え
て
い
な
い
。

石
橋
山
合
戦
で
見
え
る
、
時
政
と
大
庭
三
郎
と
の
名
乗
り
合
い
に
関
し
て
は
、
三
本
の
中
で
源
平
盛
衰
記
が
一
番
詳
細
に
時
政
と
大
庭

と
の
や
り
と
り
を
記
し
て
い
る
。「
イ
カ
ニ
口
ハ
口
、
心
ハ
心
ト
、
三
代
相
伝
ノ
君
ニ
敵
シ
申
ゾ
」「
先
祖
ハ
誠
ニ
主
君
、
但
、
昔
今
ハ

今
。
恩
コ
ソ
主
ヨ
」（
巻
第
二
十

石
橋
合
戦
）
と
記
し
、
延
慶
本
の
「
三
代
相
伝
ノ
君
」
で
あ
る
頼
朝
に
弓
を
引
く
大
庭
の
、「
恩
」
を
重

ん
じ
る
言
葉
と
同
質
で
あ
る
。

石
橋
山
合
戦
の
み
な
ら
ず
、
全
体
に
渡
り
源
平
盛
衰
記
は
延
慶
本
・
長
門
本
と
比
較
し
て
大
庭
の
記
述
が
多
い
な
が
ら
も
、「
巻
第
十

九

兵
衛
佐
催
二

家
人
一

」「
巻
第
十
九

佐
々
木
取
レ

馬
下
向
」
で
頼
朝
挙
兵
に
付
き
ま
と
う
大
庭
の
脅
威
が
描
か
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ
は
延
慶
本
と
源
平
盛
衰
記
で
は
大
庭
へ
の
視
線
が
異
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

延
慶
本
で
大
庭
が
最
後
に
登
場
す
る
の
は
、
第
二
末
「
二
十

畠
山
兵
衛
佐
殿
ヘ
参
ル
事
」
で
、

大
庭
三
郎
此
次
第
ヲ
聞
テ
、
叶
ワ
ジ
ト
思
テ
、
平
家
ノ
迎
ニ
上
リ
ケ
ル
ガ
、
足
柄
ヲ
越
テ
、
藍
沢
宿
ニ
付
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
前
ニ
ハ
甲
斐
源
氏
二
万
余

騎
ニ
テ
駿
河
国
ヘ
越
ニ
ケ
リ
。
兵
衛
佐
ノ
勢
、
雲
霞
ニ
テ
責
集
ト
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、
中
ニ
取
籠
ラ
レ
テ
ハ
叶
ワ
ジ
ト
テ
、
鎧
ノ
一
ノ
板
、
切
落
シ
テ
、

二
所
権
現
ニ
献
リ
テ
、
相
模
国
ヘ
引
帰
テ
、
ヲ
ク
ノ
山
ヘ
逃
籠
ニ
ケ
リ
。

と
、「
廿
一

頼
朝
可
追
討
之
由
被
下
官
符
事
」
の
頼
朝
追
討
院
宣
の
前
に
据
え
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
、
物
語
の
視
座
は
関
東
か
ら
京
へ
と
戻
り
、
一
連
の
頼
朝
挙
兵
譚
は
終
結
を
迎
え
る
。

大
庭
の
脅
威
を
背
に
し
、
そ
の
脅
威
に
恐
れ
る
弱
き
頼
朝
を
語
っ
て
始
ま
っ
た
延
慶
本
の
挙
兵
譚
は
、
反
転
し
て
大
庭
が
逃
げ
籠
も

り
、
弱
さ
を
物
語
上
に
露
呈
さ
せ
、
頼
朝
の
勢
が
雲
霞
の
ご
と
く
に
強
く
な
っ
て
い
く
、
正
負
の
力
の
逆
転
を
描
く
狙
い
が
あ
る
の
で
あ
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る
。挙

兵
譚
は
頼
朝
が
将
軍
に
君
臨
す
る
に
至
る
初
期
過
程
を
描
く
の
み
な
ら
ず
、
東
国
武
士
を
掌
握
し
て
い
く
過
程
、
そ
し
て
石
橋
山
合

戦
で
頼
朝
を
敗
戦
に
追
い
や
っ
た
敵
で
あ
る
大
庭
攻
略
の
過
程
、
以
上
三
つ
の
過
程
が
物
語
上
に
設
定
で
き
る
。
挙
兵
に
際
し
て
、
頼
朝

が
平
家
の
前
に
打
ち
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
敵
は
、
三
代
相
伝
の
主
で
あ
る
自
分
を
背
い
た
大
庭
で
あ
り
、
延
慶
本
は
そ
の
敵

を
大
庭
ひ
と
り
に
集
約
し
、
力
の
拮
抗
、
転
換
を
よ
り
明
確
に
構
築
し
て
い
る
と
断
言
で
き
る
の
で
あ
る
。

延
慶
本
第
二
末
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
が
挙
兵
譚
の
冒
頭
に
、
よ
り
印
象
的
に
据
え
ら
れ
た
の
は
、
た
だ
歴
史
叙
述

と
し
て
、
単
に
頼
朝
の
元
へ
佐
々
木
が
真
っ
先
に
馳
せ
参
じ
た
こ
と
を
述
べ
る
意
図
の
み
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
延
慶
本
の
確
実
な
構
想

が
あ
る
。
頼
朝
が
大
庭
を
意
識
し
て
挙
兵
を
臨
み
、
力
の
反
転
を
物
語
上
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
構
想
が
、
挙
兵
譚
に
介
在
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
た
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
に
立
ち
返
る
と
、
佐
々
木
の
参
陣
が
延
慶
本
で
印
象
的

に
記
さ
れ
る
理
由
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

佐
々
木
一
族
こ
そ
大
庭
景
親
に
近
し
い
人
物
で
あ
り
、
佐
々
木
秀
義
が
大
庭
の
内
々
の
情
報
を
頼
朝
に
告
げ
、「
恩
」
よ
り
も
「
三
代

相
伝
の
主
」
を
重
ん
じ
て
、
四
人
の
子
供
を
挙
兵
に
馳
せ
参
じ
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佐
々
木
秀
義
に
は
五
人
の
子
供
が
お
り
、
二
郎
経
高
は
物
語
で
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
大
庭
景
親
方
、
渋
谷
重
国
の
婿
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
五
郎
義
清
は
母
が
渋
谷
重
国
の
娘
で
あ
り
、
大
庭
三
郎
の
妹
婿
で
あ
っ
た
。
義
清
は
石
橋
山
合
戦
で
は
大
庭
方
に
参
じ
て
お
り
、
源

平
盛
衰
記
で
は
五
郎
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
を
擁
し
て
い
る
。

「
五
郎
義
清
ハ
イ
カ
ニ
」
ト
尋
給
ヘ
バ
、「
大
場
三
郎
ガ
妹
ニ
相
具
シ
テ
候
ヘ
バ
、
人
ノ
心
難
レ

知
侍
リ
。
志
思
進
セ
バ
参
ン
ズ
ラ
ン
。
左
右
ナ
ク
知

セ
ジ
ト
存
也
」
ト
テ
、
不
レ

呼
ケ
リ
。

（
巻
第
十
九

佐
々
木
取
レ

馬
下
向
）
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と
、
佐
々
木
一
族
が
大
庭
と
血
縁
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

『
尊
卑
分
脈
』
に
も
義
清
が
相
模
大
庭
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
佐
々
木
と
大
庭
・
渋
谷
の
関
係
が
如
何
に
重
厚
な
も

の
で
あ
っ
た
か
自
ず
と
知
れ
よ
う
。

秀
義
自
身
も
、『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
八
月
九
日
条
に

近
江
国
の
住
人
佐
々
木
源
三
秀
義
と
い
ふ
者
有
り
、
平
治
逆
乱
の
時
、
左
馬
厩
の
御
方
に
候
し
、
戦
場
に
於
て
兵
略
を
竭
す
、
而
る
に
武
衛
事
に
坐

す
る
の
後
、
旧
好
を
忘
れ
奉
ら
ず
、
平
家
の
権
勢
に
諛
ら
ざ
る
の
故
に
、
相
伝
の
地
佐
々
木
庄
を
得
替
せ
ら
る
る
の
間
、
子
息
等
を
相
率
ゐ
、
秀
衡

〈
秀
義
の
姨
母
の
夫
な
り
〉
を
恃
み
て
、
奥
州
に
赴
く
、
相
模
国
に
至
る
の
刻
、
渋
谷
庄
司
重
国
、
秀
義
の
勇
敢
に
感
ず
る
の
余
、
之
を
留
め
置
か

し
む
る
の
間
、
当
国
に
住
し
て
、
既
に
二
十
年
を
送
り
畢
ん
ぬ
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
平
治
で
敗
戦
し
、
諸
国
流
浪
の
身
と
な
っ
た
秀
義
が
渋
谷
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
長

田
入
道
の
、
兵
衛
佐
謀
叛
を
伝
え
る
書
状
を
見
た
大
庭
景
親
は
、
秀
義
を
招
い
て
、

景
親
之
を
聞
き
し
よ
り
以
降
、
意
潜
か
に
周
章
す
。
貴
客
と
年
来
芳
約
有
る
の
故
な
り
。
仍
っ
て
今
又
之
を
漏
脱
す
。

と
、
大
庭
景
親
が
佐
々
木
秀
義
と
の
親
密
さ
故
に
、
内
々
に
情
報
を
漏
ら
し
た
こ
と
を
記
す
。

佐
々
木
家
伝
の
一
つ
と
し
て
目
さ
れ
る
『
奉
公
初
日
記
』盻
に
は

秀
義
渋
谷
に
あ
り
て
、
こ
郷
ゑ
返
事
を
不
レ

得
し
て
、
渋
谷
ノ
庄
司
・
大
庭
三
郎
等
、
平
家
ゑ
可
レ

参
由
を
度
々
教
訓
す
。

と
、
平
家
に
奉
公
す
る
こ
と
を
、
秀
義
が
渋
谷
・
大
庭
に
勧
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
平
家
方
武
士
と
近
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
同
時
に

秀
義
平
家
参
た
ら
ん
に
は
、
な
ど
か
蒙
二

御
恩
を
も
一

、
近
江
国
ゑ
返
ざ
ら
ん
。
さ
れ
ば
庄
司
も
た
び
�
�
可
レ

参
の
由
を
申
せ
ど
も
、
い
く
ば
く
の

さ
か
ひ
を
え
ん
と
て
か
、
二
か
ど
ゑ
馬
を
ば
た
つ
べ
き
。
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と
、
源
氏
再
興
を
恃
み
、
伊
豆
の
流
人
で
あ
っ
た
兵
衛
佐
に
、
太
郎
定
綱
・
三
郎
盛
綱
を
遣
わ
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
秀
義
は
平
家
方
東
国
武
士
の
恩
恵
を
多
大
に
受
け
な
が
ら
も
、
源
氏
再
興
に
自
ら
の
所
領
奪
還
を
懸
け
て
、
二
十
年
も
の

間
、
来
る
べ
き
頼
朝
の
挙
兵
を
支
え
、
そ
の
決
起
を
切
に
待
っ
て
い
た
武
士
で
あ
る
と
規
定
で
き
る
。

延
慶
本
の
「
下
野
ノ
宇
都
宮
ニ
有
ケ
ル
大
郎
定
綱
ヲ
呼
テ
」「
相
模
ノ
波
多
野
ニ
有
ケ
ル
三
郎
盛
綱
ガ
許
ヘ
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
兄

弟
が
在
地
領
主
の
婿
と
し
て
身
を
立
て
て
い
た
こ
と
眈
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
源
平
盛
衰
記
や
吾
妻
鏡
に
も
佐
々
木
秀
義
一
族
の
複
雑
な
境

遇
を
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
認
識
と
し
て
、
佐
々
木
秀
義
の
身
上
を
物
語
本
文
に
照
射
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
次
章
で

延
慶
本
の
本
文
を
、
佐
々
木
一
族
の
境
遇
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

二

佐
々
木
二
郎
経
高
の
存
在
が
意
味
す
る
も
の
│
│
境
遇
が
波
及
す
る
物
語
構
想

延
慶
本
と
源
平
盛
衰
記
で
大
き
く
異
な
る
点
と
し
て
、
二
郎
経
高
に
関
す
る
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
源
平
盛
衰
記
は
巻
第
十
九
「
佐
々

木
取
レ

馬
下
向
」
に
「
其
中
に
高
綱
ハ
心
モ
剛
ニ
身
モ
健
也
」
と
、
高
綱
参
陣
に
対
し
て
記
述
が
多
く
、
京
よ
り
駆
け
つ
け
る
際
に
馬
を

盗
む
話
も
載
せ
て
い
る
が
、
二
郎
参
陣
に
関
し
て
記
載
は
少
な
く
、「
次
郎
盛
経
相
模
国
波
多
野
ヨ
リ
馳
参
。
三
郎
盛
綱
同
国
渋
谷
ヨ
リ

馳
来
ル
」
と
、
二
郎
の
婿
入
り
先
が
、
延
慶
本
で
い
う
三
郎
の
も
の
と
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
源
平
盛
衰
記
が
二
郎
の
描
写
に
関
し
て
、

何
ら
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
思
わ
れ
る
眇
。

二
郎
経
高
に
関
し
て
、
吾
妻
鏡
は
治
承
四
年
八
月
十
七
日
条
に
「
定
綱
、
経
高
は
疲
馬
に
駕
し
、
盛
綱
、
高
綱
は
歩
行
な
り
」
と
参
陣

の
様
子
を
記
す
際
に
名
前
が
見
え
る
が
、
渋
谷
の
婿
で
あ
る
こ
と
や
、
参
陣
の
際
の
舅
重
国
と
の
問
答
は
記
載
さ
れ
な
い
。
十
六
日
条
に

「
十
九
日
に
は
、
露
顕
其
の
疑
有
る
べ
か
ら
ず
。
而
る
に
渋
谷
庄
司
重
国
、
当
時
平
家
に
恩
仕
せ
ん
が
為
に
、
佐
々
木
と
渋
谷
と
亦
同
意

の
者
な
り
」
と
、
佐
々
木
と
渋
谷
の
濃
密
な
関
係
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
頼
朝
へ
参
陣
す
る
二
郎
の
経
緯
に
関
し
て
は
全
く
触
れ
ら
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れ
て
い
な
い
。
八
月
廿
六
日
条
に
、

又
景
親
、
渋
谷
庄
司
重
国
の
許
に
行
向
ひ
て
云
ふ
。
佐
々
木
太
郎
定
綱
兄
弟
四
人
武
衛
に
属
し
、
平
家
を
射
奉
り
畢
ん
ぬ
。
其
科
宥
む
る
に
足
ら

ず
。
然
れ
ば
彼
身
を
尋
ね
出
す
の
程
は
、
妻
子
等
に
於
て
は
、
囚
人
た
る
べ
し
。
重
国
答
へ
て
云
ふ
。
件
の
輩
は
、
年
来
の
芳
約
有
る
に
依
り
、
扶

持
を
加
へ
訖
ん
ぬ
。
而
る
に
今
旧
好
を
重
ん
じ
て
源
家
に
参
ず
る
事
、
禁
制
を
加
ふ
る
に
據
無
き
か
。
重
国
貴
殿
の
催
に
就
き
て
、
外
孫
佐
々
木
五

郎
義
清
を
相
具
し
、
石
橋
に
向
ふ
の
処
、
其
功
を
思
は
ず
。
定
綱
已
下
の
妻
子
を
召
禁
し
む
べ
き
の
由
命
を
蒙
る
。
今
更
に
本
懐
に
非
ざ
る
所
な

り
。
景
親
理
に
伏
し
て
帰
り
去
る
の
後
、
夜
に
入
り
て
、
定
綱
、
盛
綱
、
高
綱
等
、
筥
根
の
深
山
を
出
づ
る
の
処
、
醍
醐
禅
師
全
成
に
行
逢
ひ
、
之

と
相
伴
ひ
て
重
国
の
渋
谷
の
館
に
到
る
。
重
国
喜
び
乍
ら
世
上
の
聴
を
憚
り
、
庫
倉
の
内
に
招
き
て
、
密
々
膳
を
羞
め
、
酒
を
勧
む
。
此
間
、
二
郎

経
高
は
、
討
取
ら
る
る
か
の
由
、
重
国
之
を
問
ふ
。
定
綱
等
云
ふ
。
誘
引
せ
し
む
る
の
処
、
存
念
有
り
と
称
し
て
伴
ひ
来
ら
ず
。
重
国
云
ふ
、
子
息

の
儀
を
存
ず
る
こ
と
、
已
に
年
久
し
。
去
る
比
武
衛
に
参
ず
る
の
間
、
重
国
一
旦
加
制
す
と
雖
も
、
之
を
敍
用
せ
ず
。
遂
に
参
ぜ
し
め
畢
ん
ぬ
。
合

戦
敗
績
の
今
、
重
国
の
心
中
に
恥
ぢ
て
来
ら
ざ
る
か
、
則
ち
郎
従
等
を
方
々
に
遣
は
し
て
相
尋
ね
し
む
と
云
々
。
重
国
情
有
り
。
聞
く
者
感
ぜ
ざ
る

な
し
と
云
々
。

と
、
敗
戦
武
士
と
な
っ
た
佐
々
木
兄
弟
と
そ
の
妻
子
に
対
す
る
処
遇
が
記
さ
れ
て
い
る
。
重
国
に
は
佐
々
木
兄
弟
と
秀
義
を
通
じ
て
深
い

縁
が
あ
り
、
敗
戦
武
士
で
あ
る
兄
弟
を
手
厚
く
保
護
し
た
描
写
は
最
も
で
あ
る
が
、
石
橋
合
戦
後
「
妻
子
を
召
禁
し
む
べ
き
」
措
置
を
取

ら
せ
る
こ
と
を
思
う
と
、
婿
で
あ
る
経
高
に
対
す
る
切
々
な
情
こ
そ
が
兄
弟
を
囲
う
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
吾
妻
鏡
の
記
載
の

性
質
を
思
う
と
、
渋
谷
重
国
と
の
結
び
付
き
の
強
さ
が
、
詳
細
な
経
高
の
描
写
を
導
く
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
記
載
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
は
、
重
国
と
経
高
が
舅
・
婿
の
関
係
で
あ
る
こ
と
。
又
挙
兵
に
際
し
て
重
国
と
経
高
と
の
間
で
何
ら

か
の
鐚
藤
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
延
慶
本
の
経
高
の
言
葉
伝
承
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
吾
妻
鏡
の
描
写
は

重
国
方
の
視
点
で
あ
り
、
経
高
の
言
葉
と
し
て
は
定
綱
の
口
を
介
し
た
「
存
念
有
り
」
の
み
で
、
延
慶
本
に
見
え
る
経
高
の
言
葉
伝
承
の

始
発
を
探
る
手
が
か
り
と
は
な
ら
な
い
。
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他
の
史
料
に
お
け
る
佐
々
木
兄
弟
の
記
述
を
考
察
す
る
と
、「
玉
葉
」
で
は
、
ま
ず
定
綱
が
佐
々
木
の
嫡
流
と
し
て
相
伝
の
地
佐
々
木

荘
を
知
行
し
、
そ
れ
を
廻
る
延
暦
寺
と
の
騒
動
が
、
建
久
二
年
四
月
の
条
に
見
ら
れ
る
。
子
息
廣
綱
が
後
鳥
羽
院
北
面
武
士
で
あ
っ
た
こ

と
も
考
え
併
せ
る
と
、
京
に
比
較
的
名
前
が
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
玉
葉
」
以
外
に
も
群
書
類
従
所
収
「
渋
柿
」

に
、「
定
綱
は
宮
仕
も
勲
功
も
有
が
た
く
」
と
、
こ
の
建
久
二
年
潤
十
二
月
廿
八
日
の
文
書
の
真
偽
は
不
明
な
が
ら
も
、
定
綱
の
勲
功
に

関
し
て
理
解
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
郎
盛
綱
に
関
し
て
は
「
玉
葉
」
元
暦
二
年
三
月
廿
八
日
条
に
、「
平
家
伐
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
の
由
、
此
間
風
聞
す
。
是
佐
佐
木
三
郎
と

申
す
武
士
の
説
と
云
々
」
と
、
京
へ
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
が
、
佐
々
木
三
郎
の
も
の
で
あ
っ
た
と
示
さ
れ
、
戦
場
の
情
報
源
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
奉
公
初
日
記
」
に
は
盛
綱
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
が
あ
り
、
そ
の
記
載
か
ら
、「
奉
公
初
日
記
」

の
家
伝
的
性
格
、
特
に
盛
綱
流
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
、
鈴
木
彰
氏
が
論
究
さ
れ
て
い
る
眄
。

又
、
四
郎
高
綱
は
「
玉
葉
」
建
久
二
年
四
月
廿
六
日
条
に
、「
高
綱
は
定
綱
の
弟
な
り
」
と
、
一
条
能
保
の
言
と
し
て
名
前
が
見
え

る
。し

か
し
、
二
郎
経
高
の
名
前
は
玉
葉
に
は
な
い
。

吾
妻
鏡
に
は
正
治
二
年
七
月
廿
七
日
条
に
「
佐
々
木
中
務
丞
経
高
、
帝
都
警
衛
の
人
数
た
り
な
が
ら
、
朝
威
を
軽
ん
じ
奉
る
の
条
々
な

り
」
と
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
こ
と
を
記
し
、
翌
八
月
二
日
条
に
は

是
日
来
聊
か
罪
科
に
依
り
て
、
沙
汰
を
経
ら
る
と
雖
も
、
勲
功
他
に
異
る
の
間
、
暫
く
相
宥
む
る
の
処
、
洛
中
警
衛
の
士
と
し
て
、
京
都
を
騒
が
し

め
、
叡
慮
に
背
く
の
条
、
私
に
寛
宥
に
及
び
難
き
の
旨
、
再
往
沙
汰
を
経
ら
れ
て
、
此
の
如
し
と
云
々

と
、
挙
兵
時
の
勲
功
ゆ
え
に
、
関
東
は
沙
汰
を
見
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

関
東
に
「
勲
功
他
に
異
る
」
と
い
う
配
慮
は
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
経
高
は
兄
弟
の
中
で
、
史
料
上
影
が
薄
い
存
在
で
あ
る
と
定
義
で
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き
る
。

し
か
し
延
慶
本
は
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
で
経
高
の
言
葉
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
料
と
物
語
の
間
に

生
じ
た
経
高
に
対
す
る
比
重
の
差
は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
延
慶
本
の
経
高
の
言
葉
を
検
証
す
る
。

「『
但
二
郎
ハ
渋
谷
庄
司
ガ
聟
ニ
テ
、
子
ニ
モ
劣
ズ
思
タ
ム
ナ
レ
バ
、
ヨ
モ
与
セ
ジ
。
三
郎
計
ヲ
具
セ
ヨ
』
ト
候
シ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
二
郎
経
高
是
ヲ

聞
テ
申
ケ
ル
ハ
、「
三
郎
ニ
モ
四
郎
ニ
モ
ナ
告
給
ソ
。
ソ
レ
ラ
ハ
イ
カ
ニ
モ
思
キ
ル
マ
ジ
キ
者
也
。
兵
衛
佐
殿
サ
程
ノ
大
事
ヲ
思
立
給
ニ
、
人
ヲ
バ

不
可
知
一

、
経
高
ニ
ヲ
キ
テ
ハ
善
悪
可
参
一

」
ト
申
ケ
レ
バ
、

こ
の
記
述
か
ら
、
頼
朝
の
言
葉
を
し
て
経
高
を
参
陣
し
な
い
者
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
言
葉
に
経
高
が
反
論

し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
三
郎
ニ
モ
四
郎
ニ
モ
ナ
告
給
ソ
」「
人
ヲ
バ
不
可
知
一

」
と
、
頼
朝
挙
兵
が
疑
心
暗
鬼
の
中
、
兄
弟
間
で
す
ら
参

陣
の
本
意
が
韵
め
な
い
、
危
う
い
状
況
を
窺
わ
せ
る
。

源
平
盛
衰
記
に
も
巻
第
十
九
「
佐
々
木
取
レ

馬
下
向
」
で
、「
大
場
三
郎
ガ
妹
ニ
相
具
シ
テ
候
ヘ
バ
、
人
ノ
心
難
レ

知
侍
リ
」
と
、
頼
朝

の
、
五
郎
が
参
陣
し
な
い
こ
と
へ
の
問
い
か
け
に
答
え
る
場
面
で
兄
弟
間
の
複
雑
な
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

又
「
奉
公
初
日
記
」
に
は
頼
朝
の
言
葉
と
し
て
、「
東
国
の
源
氏
を
も
よ
を
し
て
、
平
家
を
追
罰
す
べ
き
よ
し
の
せ
ら
れ
た
れ
共
、
人

の
心
難
レ

知
け
れ
ば
、
未
二

披
露
一

也
」
と
、
頼
朝
内
部
に
あ
る
猜
疑
心
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
ど
う
転
ぶ
か
分
か
ら
な
い
危
う
さ
が
、
挙

兵
譚
の
緊
迫
感
を
増
長
さ
せ
て
い
る
。

延
慶
本
を
見
て
も
、
他
本
を
考
慮
し
て
も
、
頼
朝
挙
兵
は
当
初
か
ら
安
定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
直
前
ま
で
猜
疑
心
が
つ
き
ま
と
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
頼
朝
か
ら
「
ヨ
モ
与
セ
ジ
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
「
思
切
」
て
参
じ
た
経
高
。
彼
は
物
語
上
ど
の
よ

う
に
機
能
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
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参
陣
し
よ
う
と
す
る
経
高
と
舅
の
渋
谷
重
国
と
の
や
り
と
り
で
、

二
郎
経
高
ガ
舅
渋
谷
庄
司
、
人
ヲ
走
カ
シ
テ
経
高
ニ
申
ケ
ル
ハ
、「
何
ニ
人
ヲ
迷
ハ
サ
ム
ト
ハ
ス
ル
ゾ
。
コ
ト
人
共
ハ
行
ド
モ
、
経
高
一
人
ハ
留
ル

ベ
シ
」
ト
云
遣
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
経
高
申
ケ
ル
ハ
、「
殊
人
々
コ
ソ
、
恩
ヲ
モ
得
タ
レ
バ
、
大
事
ト
モ
思
ラ
メ
。
経
高
ハ
サ
セ
ル
見
タ
ル
恩
モ
ナ
ケ

レ
バ
、
更
ニ
大
事
ト
モ
思
ワ
ズ
。
カ
ク
云
ニ
留
ラ
ズ
ハ
、
妻
子
ヲ
ト
ッ
テ
イ
カ
ニ
モ
コ
ソ
ハ
ナ
サ
ム
ズ
ラ
メ
。
思
切
テ
出
事
ナ
レ
バ
、
全
ク
妻
子
ノ

事
心
ニ
カ
ヽ
ラ
ズ
。
サ
リ
ト
モ
佐
殿
世
ヲ
執
給
ハ
ヾ
、
経
高
ガ
妻
子
ヲ
バ
誰
カ
ハ
取
ハ
ツ
ベ
キ
」
ト
、
散
々
ニ
返
答
シ
テ
、
打
通
リ
ヌ
。

と
、
経
高
が
渋
谷
と
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
反
故
に
し
、
妻
子
へ
の
情
も
振
り
払
っ
て
頼
朝
の
元
へ
参
ず
る
次
第
が
描
か
れ
る
。

こ
の
二
箇
所
で
看
過
で
き
な
い
点
は
、
経
高
に
「
思
切
」
と
い
う
言
葉
が
あ
て
は
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
延
慶
本
第
三
本
「
十

二

沼
賀
入
道
与
河
野
合
戦
事
」
に
、「
今
ヲ
限
ト
思
切
テ
戦
ケ
ル
ニ
」
と
、
死
の
覚
悟
を
決
め
た
武
士
の
戦
う
様
子
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
場
面
で
経
高
が
使
用
す
る
「
思
切
」
も
、
死
の
覚
悟
と
い
う
意
味
の
使
用
を
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
頼
朝
参
陣
に
相
当
の
覚
悟
を
決
め
て
臨
ん
だ
経
高
像
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

「
イ
カ
ニ
シ
テ
来
タ
ル
ゾ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、「
千
人
ノ
庄
司
ヲ
、
君
一
人
ニ
思
替
参
セ
候
ベ
キ
ニ
候
ワ
ズ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、

こ
こ
で
、「
イ
カ
ニ
シ
テ
来
タ
ル
ゾ
」
と
い
う
延
慶
本
の
頼
朝
の
言
葉
は
、
長
門
本
で
は
「
経
高
は
し
ぶ
や
が
浅
か
ら
ず
思
た
る
な
れ

ば
、
よ
も
参
ら
じ
と
こ
そ
思
つ
る
に
、
い
か
に
し
て
来
り
た
る
ぞ
」
と
、
記
述
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

延
慶
本
に
は
主
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
関
係
よ
り
遅
参
し
て
き
た
佐
々
木
兄
弟
に
言
葉
を
述
べ
る
頼
朝
と
、
そ
れ
に
答
え
る

経
高
と
い
う
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
頼
朝
の
目
に
ま
ず
留
ま
っ
た
の
は
、
渋
谷
を
振
り
き
っ
て
参
じ
た
経
高
な
の
で
あ
る
。
如
何
に
物
語

上
、「
三
代
相
伝
の
主
を
重
ん
じ
、
頼
朝
の
元
に
参
じ
る
」
行
為
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

史
料
の
中
で
は
影
の
薄
い
二
郎
経
高
も
、
延
慶
本
で
は
頼
朝
挙
兵
に
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
が
渋
谷
の
婿
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
延

慶
本
が
抱
え
る
「
絶
対
的
存
在＝

頼
朝
」
と
い
う
構
想
を
、
よ
り
一
層
そ
の
身
に
担
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
の
経
高
に
関
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す
る
記
述
は
、「
奉
公
初
日
記
」
に
見
え
る
盛
綱
の
よ
う
に
、
我
流
の
家
伝
と
し
て
の
様
相
は
呈
し
て
い
な
い
。
家
伝
を
越
え
て
、
渋
谷

の
婿
と
い
う
境
遇
を
、
物
語
の
構
想
と
し
て
組
み
込
も
う
と
す
る
働
き
が
、
史
料
上
影
の
薄
い
経
高
に
言
葉
を
与
え
、
参
陣
の
場
面
で
重

要
な
位
置
に
据
え
ら
れ
た
理
由
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

佐
々
木
一
族
の
複
雑
な
境
遇
は
父
・
秀
義
が
相
伝
の
地
を
追
わ
れ
、
渋
谷
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
始
発
と
す
る
。
頼
朝
挙
兵
に
際

し
、
秀
義
は
大
庭
か
ら
の
情
報
を
真
っ
先
に
伊
豆
へ
伝
え
た
。
そ
の
行
為
は
平
家
方
武
士
の
恩
を
欺
く
こ
と
に
な
る
。
秀
義
は
大
庭
を
裏

切
り
、
経
高
は
渋
谷
を
は
ね
の
け
た
。

延
慶
本
の
挙
兵
譚
に
、
大
庭
景
親
の
み
を
目
下
の
頼
朝
の
敵
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
挙
兵
譚

の
冒
頭
に
据
え
ら
れ
た
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
は
、
大
庭
を
裏
切
る
佐
々
木
秀
義
の
行
為
で
幕
を
開
け
る
。
延
慶
本
の

秀
義
と
経
高
に
背
負
わ
さ
れ
た
の
は
、
挙
兵
譚
の
冒
頭
、
ま
だ
頼
朝
を
取
り
巻
く
状
況
が
危
う
い
中
で
、
頼
朝
を
絶
対
的
存
在
と
し
て
掲

げ
、
平
家
方
武
士
の
恩
を
蔑
ろ
に
し
て
ま
で
も
一
族
の
運
命
を
賭
け
た
、
当
時
と
し
て
は
稀
有
な
忠
義
あ
る
武
士
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
は
佐
々
木
と
い
う
、
大
庭
、
渋
谷
と
い
う
頼
朝
の
敵
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
境
遇
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
背
負
え
る
機
能
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

延
慶
本
第
五
本
「
六

梶
原
与
佐
々
木
馬
所
望
事
」
で
、
頼
朝
が
佐
々
木
高
綱
に
名
馬
生
�
を
与
え
た
理
由
と
し
て
、
父
秀
義
の
十
三

年
の
追
善
供
養
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
上
げ
て
い
る
。
又
、
秀
義
が
平
治
の
乱
で
義
朝
の
為
に
奮
戦
し
な
が
ら
も
討
死
し
た
こ
と
を
も

併
せ
て
理
由
と
し
て
上
げ
て
い
る
。
秀
義
が
死
ん
だ
の
は
「
吾
妻
鏡
」
に
よ
れ
ば
元
暦
元
年
八
月
二
日
、
伊
賀
平
氏
と
の
合
戦
に
お
い
て

で
あ
り
、
宇
治
川
合
戦
が
行
わ
れ
た
元
暦
元
年
一
月
十
日
に
、
死
後
十
三
年
の
追
善
供
養
で
は
史
実
と
全
く
鐓
み
合
わ
な
い
。
ま
た
、

「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
に
見
え
る
秀
義
の
描
写
と
も
年
代
的
に
錯
誤
が
あ
り
、
延
慶
本
で
秀
義
の
捉
え
方
が
一
貫
し
て

お
ら
ず
、
未
整
理
の
ま
ま
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
外
な
い
。
し
か
し
、
長
門
本
で
は
池
ず
き
を
与
え
る
理
由
を
「
兵
衛
佐
、
い
か
ゞ
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お
も
は
れ
け
ん
」
と
秀
義
に
求
め
ず
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
記
載
す
る
。
二
本
を
比
較
す
る
と
、
佐
々
木
秀
義
へ
の
意
識
が
、
延
慶
本
で
よ

り
強
い
こ
と
が
理
解
で
き
、
延
慶
本
は
秀
義
を
長
と
す
る
、
佐
々
木
一
族
の
境
遇
に
関
し
て
、
物
語
内
部
に
取
り
込
も
う
と
す
る
働
き
が

あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

三

頼
朝
の
言
葉
伝
承
│
│
佐
々
木
遅
参
が
も
た
ら
す
頼
朝
の
冥
加

延
慶
本
の
「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
に
見
え
る
言
葉
伝
承
と
し
て
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
合
戦
の
勝
敗
を
、
自
ら
の
冥

加
の
有
無
に
託
す
頼
朝
の
言
葉
が
あ
る
。

「
是
ヲ
以
テ
頼
朝
ガ
冥
加
ノ
有
無
ハ
、
ワ
人
共
ガ
運
不
運
ヲ
バ
知
ベ
シ
。
但
佐
々
木
ノ
者
共
ガ
、
サ
シ
モ
約
束
シ
タ
リ
シ
ガ
、
未
見
ヘ
ヌ
コ
ソ
本
意

ナ
ケ
レ
」
ト
宣
。

と
、
記
さ
れ
、
長
門
本
共
に
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

又
延
慶
本
に
は
遅
参
し
た
佐
々
木
兄
弟
に
対
し
て
頼
朝
が
発
す
る
「
頼
朝
ガ
此
事
ヲ
思
立
ば
、
ワ
人
共
ガ
世
ト
ハ
シ
ラ
ヌ
カ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。

長
門
本
で
は
「
頼
朝
、
此
事
を
思
た
つ
は
、
わ
人
と
も
が
み
や
う
が
と
は
し
ら
ぬ
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
源
平
盛
衰
記
で
こ
の
箇
所
に

該
当
す
る
の
は

我
天
下
ヲ
取
ベ
ク
ハ
可
二

討
得
一

、
運
命
限
ア
ラ
バ
討
得
事
難
カ
ル
ベ
シ
。
吉
凶
唯
此
事
ニ
ア
ラ
ン
。
今
夜
則
夜
討
ヲ
入
ベ
シ
。
舎
弟
等
ヲ
相
催
給

ヘ
。
事
成
就
ア
ラ
バ
旁
ノ
世
ナ
ル
ベ
シ
。
深
憑
思
フ
也

と
、『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
八
月
十
七
日
条
に
見
え
る
「
今
度
の
合
戦
を
以
て
、
生
涯
の
吉
凶
を
量
る
べ
き
の
由
仰
せ
ら
る
」
と
、
頼
朝

が
山
木
判
官
夜
討
に
「
吉
凶
」
を
賭
け
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
点
で
一
致
し
て
い
る
が
、
延
慶
本
は
「
吉
凶
」
で
は
な
く
、「
冥
加
」
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と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
長
門
本
で
は
「
わ
人
と
も
が
み
や
う
が
」
と
、
佐
々
木
兄
弟
達
の
「
冥
加
」
と
し
て
、
延
慶
本
・

源
平
盛
衰
記
が
「
世
」
と
す
る
表
現
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

生
形
貴
重
氏
は
、
頼
朝
の
行
動
の
背
後
に
は
神
意
が
認
め
ら
れ
る
記
述
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
頼
朝
の
勝
利
へ
の
軌
跡
を

神
意
に
よ
っ
て
説
明
づ
け
よ
う
と
す
る
物
語
的
な
構
想
を
、
合
戦
譚
に
関
し
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
眩
。
延
慶
本
で
は
、
佐
々
木
参
陣
に
見

ら
れ
る
こ
の
「
冥
加
」
の
使
わ
れ
方
か
ら
も
、
頼
朝
の
勝
利
を
「
冥
加
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
左
右
さ
せ
る
狙
い
が
他
本
よ
り
強
く
働

き
、
神
意
に
よ
る
頼
朝
の
勝
利
啓
示
構
想
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

延
慶
本
第
二
末
「
十
二

兵
衛
佐
国
々
ヘ
廻
文
ヲ
被
遣
事
」
に
は
前
述
箇
所
と
類
似
す
る
表
現
が
あ
る
。

三
浦
義
明
が
一
族
を
前
に
し
て
述
べ
た
言
葉
、

各
々
早
ク
一
味
同
心
ニ
テ
、
佐
殿
ノ
御
許
ニ
参
ズ
ベ
シ
。
若
冥
加
オ
ワ
セ
ズ
シ
テ
、
打
死
ヲ
モ
シ
給
ハ
ヾ
、
各
々
又
頭
ヲ
一
所
ニ
可
並
。
山
賊
、
海

賊
ヲ
モ
シ
タ
ラ
バ
コ
ソ
瑕
瑾
ナ
ラ
メ
。
佐
殿
、
若
シ
果
報
ヲ
ハ
シ
テ
、
世
ヲ
執
給
ハ
ヾ
、
己
等
ガ
中
ニ
一
人
モ
生
残
タ
ラ
ム
者
、
世
ニ
逢
テ
繁
昌
ス

ベ
シ
。

で
あ
る
。
頼
朝
に
「
冥
加
」「
果
報
」
と
い
う
、
神
意
を
推
し
量
る
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
三
浦
の
者
ど
も
に
は
「
世
」
と
い
う
言
葉

を
適
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
神
意
を
受
け
る
の
は
頼
朝
一
人
と
い
う
、
延
慶
本
の
構
想
の
表
出
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
に
も
、
第
二
末
「
七

文
学
兵
衛
佐
ニ
相
奉
ル
事
」
で
、
文
覚
に
よ
っ
て
「
高
運
ノ
相
」「
大
果
報
ノ
人
」「
日
本
国
ノ
大
将
軍
」
と

予
見
さ
れ
た
頼
朝
は
、
文
覚
が
も
た
ら
し
た
父
・
義
朝
の
首
に
向
か
い
、「
誠
ニ
我
父
ノ
首
ニ
テ
オ
ワ
シ
マ
サ
バ
、
頼
朝
ニ
冥
加
ヲ
授
ケ

給
ヘ
」
と
涙
な
が
ら
に
語
る
。

又
、
文
覚
に
心
う
ち
解
け
な
い
頼
朝
で
あ
る
が
、
挙
兵
に
関
し
て
は
心
中
に
、「
南
無
八
幡
大
菩
薩
、
伊
豆
箱
根
両
所
権
現
、
願
ハ
神

力
ヲ
与
給
ヘ
」
と
願
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
頼
朝
が
挙
兵
に
際
し
て
、
神
仏
の
加
護
、
冥
加
を
、
切
に
望
ん
で
い
た
こ
と
を
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示
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、「
九

佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
の
頼
朝
の
言
葉
に
「
冥
加
」
と
い
う
言
葉
を
集
約
さ
せ
た
延
慶
本
は
、
よ
り
頼
朝

と
冥
加
を
強
固
に
結
び
付
か
せ
る
構
想
を
有
し
て
い
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

頼
朝
と
「
冥
加
」
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
頼
朝
の
言
葉
以
外
に
も
「
佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
に
は
冥
加

の
現
れ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
行
為
が
あ
る
。

そ
れ
は
佐
々
木
兄
弟
の
遅
参
で
あ
る
。

こ
の
遅
参
に
関
し
て
は
柳
田
洋
一
郎
氏
が
「
計
画
実
行
の
可
否
を
せ
ま
る
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
場
面
を
際
だ
た
せ
る
た
め
で
は
な
か
っ
た

か
」
と
し
、「
遅
参
を
許
さ
れ
る
特
異
な
人
物
と
し
て
佐
々
木
の
人
物
像
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
延
慶
本
か
ら
吾

妻
鏡
へ
と
至
る
人
物
像
の
変
遷
を
論
究
さ
れ
て
い
る
が
眤
、
今
一
度
、
頼
朝
と
「
冥
加
」
の
結
び
付
き
の
強
さ
を
考
慮
し
た
上
で
、
佐
々

木
の
遅
参
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
佐
々
木
兄
弟
の
参
陣
、
及
び
挙
兵
の
日
取
で
あ
る
が
、
延
慶
本
と
源
平
盛
衰
記
、
そ
し
て
吾
妻
鏡
で
は
差
が
生
じ
て
い
る
。

四
部
合
戦
状
本
で
は
「
八
月
十
七
日
に
、
佐
々
木
太
郎
定
綱
、
父
秀
義
が
使
に
て
北
条
へ
参
り
て
申
し
け
る
は
」（
巻
第
五

頼
朝
安
房

国
落
）
と
、
十
七
日
に
佐
々
木
兄
弟
が
参
陣
、
そ
の
夜
に
山
木
討
ち
と
い
う
運
び
に
な
っ
て
い
る
。

源
平
盛
衰
記
も
四
部
合
戦
状
本
と
同
様
に
佐
々
木
兄
弟
の
遅
参
を
記
さ
ず
、
十
七
日
の
午
ノ
刻
に
頼
朝
が
定
綱
を
呼
び
、
密
に
夜
討
ち

を
打
ち
明
け
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
延
慶
本
・
長
門
本
が
、
佐
々
木
兄
弟
が
遅
参
し
な
が
ら
も
参
陣
し
た
日
時
を
十
七
日
の
未
の
刻
と

す
る
の
と
は
相
違
し
て
い
る
。

吾
妻
鏡
は
、
治
承
四
年
八
月
十
二
日
条
に
「
兼
隆
を
征
せ
ら
る
べ
き
事
、
来
る
十
七
日
を
以
て
其
期
と
定
め
ら
る
」
と
、
挙
兵
の
日
が

予
め
決
め
ら
れ
て
お
り
、
又
十
六
日
条
に
「
佐
々
木
兄
弟
、
今
日
参
著
す
べ
き
の
由
、
仰
含
め
ら
る
る
の
処
、
参
ら
ず
し
て
暮
れ
畢
ん
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ぬ
」
と
、
佐
々
木
兄
弟
が
約
束
に
反
し
て
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
七
日
条
に
は
、
未
の
刻
に
参
陣
し
た
佐
々
木
に

対
し
て
、「
汝
等
の
遅
参
に
依
り
て
、
今
暁
の
合
戦
を
遂
げ
ず
。
遺
恨
万
端
の
由
仰
せ
ら
る
」
と
、
頼
朝
が
遺
恨
を
述
べ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。

延
慶
本
・
長
門
本
は
「
屋
牧
判
官
兼
隆
ヲ
夜
討
ニ
ス
ル
事
」
に
、

猿
程
ニ
十
六
日
ニ
モ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
兵
衛
佐
、
北
条
四
郎
ヲ
召
テ
宣
ケ
ル
ハ
、『
日
来
月
日
ノ
立
ヲ
コ
ソ
待
ツ
レ
バ
、
今
夜
、
平
家
々
人
当
国
目

代
、
和
泉
判
官
兼
隆
ガ
屋
牧
館
ニ
ア
ム
ナ
ル
ヲ
、
ヨ
セ
テ
夜
討
ニ
セ
ム
ト
思
ナ
リ
』

と
、
頼
朝
は
十
六
日
を
挙
兵
の
日
と
決
め
て
い
た
が
、
十
六
日
に
参
じ
る
約
束
を
し
た
佐
々
木
兄
弟
が
見
え
な
い
こ
と
を
「
本
意
ナ
ケ

レ
」
と
感
を
漏
ら
し
、
続
い
て
、
頼
政
が
言
う

今
夜
ハ
当
国
ノ
鎮
守
三
嶋
大
明
神
ノ
神
事
ニ
テ
、
当
国
中
ニ
弓
笶
を
ヲ
取
事
候
ワ
ズ
。
且
ハ
佐
々
木
ノ
者
共
ヲ
モ
待
セ
給
。
吉
日
ニ
テ
モ
候
、
明
日

ニ
テ
候
ベ
シ

と
い
う
言
葉
で
、
挙
兵
の
日
が
十
七
日
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

延
慶
本
で
挙
兵
の
日
取
り
は
、
頼
朝
が
独
自
に
十
六
日
と
し
た
の
を
、
思
慮
深
い
頼
政
が
、
佐
々
木
の
遅
参
と
、
神
事
を
理
由
に
十
七

日
に
修
正
す
る
手
筈
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
頼
政
の
配
慮
に
も
関
わ
ら
ず
、
十
七
日
暁
と
い
う
挙
兵
の
段
取
り
を
も
狂
わ
せ
て
し
ま

う
佐
々
木
の
遅
参
を
、
物
語
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
か
。

佐
々
木
は
遅
参
の
理
由
に
関
し
て
「
十
五
日
ニ
参
ベ
キ
ニ
テ
候
シ
ホ
ド
ニ
、
三
郎
四
郎
ヲ
モ
待
候
シ
上
、
折
節
此
ホ
ド
ノ
大
雨
大
水

ニ
、
思
ワ
ザ
ル
ホ
カ
ニ
一
日
逗
留
シ
テ
候
」
と
語
る
。

吾
妻
鏡
に
も
「
洪
水
の
間
意
な
ら
ず
遅
留
せ
る
の
旨
、
定
綱
等
之
を
謝
し
申
す
と
云
々
」
と
記
さ
れ
、
佐
々
木
の
遅
参
の
理
由
と
し
て

「
洪
水
」
は
史
料
に
も
見
え
、
事
実
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
十
七
日
の
決
行
を
予
め
十
二
日
の
段
階
で
頼
朝
が
示
唆
し
て
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い
る
吾
妻
鏡
と
、
決
行
日
時
に
修
正
に
修
正
を
重
ね
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
延
慶
本
と
の
間
に
は
、
物
語
の
構
想
上
に
差
異
を
感
じ
る
。

つ
ま
り
、
延
慶
本
で
挙
兵
の
日
時
を
決
め
た
の
は
予
定
外
に
遅
れ
た
佐
々
木
の
参
陣
で
あ
り
、
佐
々
木
の
参
陣
が
未
の
刻
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
雑
色
男
を
捕
ら
え
る
幸
運
に
当
た
り
、
山
木
の
夜
討
ち
を
成
功
に
導
く
の
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
を
押
さ
え
る
と
、
佐
々
木
の
遅
参
に
よ
っ
て
挙
兵
の
日
時
は
頼
朝
で
も
な
く
、
時
政
で
も
な
く
、
佐
々
木
に
よ
っ
て
変
え
ら

れ
て
い
っ
た
印
象
を
強
く
す
る
。

予
定
外
の
挙
兵
に
よ
る
勝
利
は
、
人
知
を
越
え
、「
洪
水
」
と
い
う
天
災
に
よ
っ
て
遅
れ
た
佐
々
木
が
導
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
偶
然
の
産
物
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
、
見
え
な
い
力
が
働
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
頼
朝
と
冥
力
と
の
結
び
付
き
の
強
さ
を
思
う

と
、
挙
兵
譚
冒
頭
に
据
え
ら
れ
た
「
佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
に
は
、
頼
朝
に
つ
き
ま
と
う
冥
力
を
佐
々
木
の
遅
参
と
い
う
形
で

具
体
化
し
、
史
実
を
越
え
て
、
冥
の
世
界
か
ら
頼
朝
の
勝
利
を
導
く
構
想
が
潜
在
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

佐
々
木
は
、
山
木
夜
討
の
成
功
、
す
な
わ
ち
、
頼
朝
の
「
冥
加
ノ
有
」
に
対
し
て
、
見
え
る
形
で
は

十
七
日
ノ
子
剋
計
、
北
条
四
郎
時
政
、
子
息
三
郎
宗
時
、
同
小
四
郎
義
時
、
佐
々
木
太
郎
定
綱
、
同
二
郎
経
高
、
三
郎
盛
綱
、
同
高
綱
已
下
、
彼
是

馬
上
歩
人
ト
モ
ナ
ク
、
三
十
余
人
、
四
十
人
計
モ
ヤ
有
ケ
ム
、
屋
牧
館
ヘ
ゾ
押
寄
ケ
ル

と
、
挙
兵
に
名
が
挙
が
る
武
士
と
し
て
現
れ
る
が
、
見
え
な
い
形
と
し
て
は
、
遅
参
に
よ
っ
て
挙
兵
成
功
の
き
っ
か
け
を
も
た
ら
す
、

「
冥
力
」
の
体
現
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、「
佐
々
木
者
共
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
事
」
の
諸
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
延
慶
本
は
、
吾
妻
鏡
や
「
奉
公
初
日
記
」
に
窺
え
る
家
伝

と
し
て
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
物
語
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
頼
朝
賛
嘆
の
構
想
に
即
す
る
形
に
変
容
さ
せ
て
存
在
た
ら
し
め
て
い
る
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こ
と
が
分
か
っ
た
。

大
庭
に
怯
え
る
弱
き
頼
朝
が
将
軍
へ
と
昇
華
す
る
。
│
│
そ
の
最
初
期
に
お
い
て
、
頼
朝
へ
の
忠
義
を
示
し
、「
恩
」
を
裏
切
っ
て
ま

で
も
「
相
伝
の
主
」
に
参
じ
た
佐
々
木
の
姿
を
描
く
こ
と
に
延
慶
本
は
終
始
し
た
。

そ
れ
は
佐
々
木
と
い
う
複
雑
な
境
遇
が
も
た
ら
す
効
果
で
あ
り
、
不
安
定
な
頼
朝
の
挙
兵
が
、
関
東
の
平
定
、
天
下
掌
握
を
遂
げ
て
い

く
「
冥
」
の
力
を
も
、
そ
の
身
に
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

佐
々
木
が
物
語
に
果
た
し
た
機
能
と
は
、
頼
朝
挙
兵
に
纏
わ
る
明
（
冥
助
）
と
、
暗
（
大
庭
の
脅
威
）
を
、
言
葉
伝
承
、
そ
し
て
遅
参
と

い
う
形
で
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
盧

山
下
宏
明
氏
「
逆
照
射
の
方
法
」（『
平
家
物
語
の
生
成
』
一
九
八
四
年
一
月
二
〇
日
、
明
治
書
院
刊
所
収
）

盪

砂
川
博
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
伝
承
と
そ
の
受
容
│
│
山
木
夜
討
説
話
の
場
合
│
│
」（『
日
本
文
学
』
一
九
九
一
年
二
月
）

蘯

松
尾
葦
江
氏
「
東
国
の
い
く
さ
語
り
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
三
七
号
、
一
九
八
八
年
一
二
月
。『
軍
記
物
語
論
究
』
一
九
九
六
年
六
月
、
若

草
書
房
刊
所
収
）

盻
「
奉
公
初
日
記
」
は
野
田
文
書
に
見
え
る
佐
々
木
氏
の
動
向
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
西
岡
虎
之
助
氏
が
「
佐
々
木
荘
と
宇
多
源
氏
と
の
関
係
」

（『
荘
園
史
の
研
究
』
下
巻
一
、
昭
和
三
一
年
五
月
二
一
日
、
岩
波
書
店
刊
所
収
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
西
岡
氏
の
翻

刻
を
元
に
濁
点
等
補
っ
て
用
い
て
い
る
。
尚
、
日
記
の
成
立
年
代
に
関
し
て
、
文
書
群
末
尾
に
「
康
永
三
年
二
月
十
九
日
」
の
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
鈴
木
彰
氏
は
下
限
を
一
三
四
四
年
と
見
定
め
て
い
る
（「
佐
々
木
家
伝
「
奉
公
初
日
記
」
を
め
ぐ
る
一
考
察
│
│
自
己
認
識
と
家

伝
、
そ
の
継
承
と
創
作
│
│
」、「
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
」
四
五
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）。
ま
た
野
口
実
氏
は
「
奉
公
初
日
記
」
が

平
家
物
語
と
の
照
会
に
よ
り
、
延
慶
本
と
一
番
近
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
（「
流
人
の
周
辺
│
│
源
頼
朝
挙
兵
再
孝
│
│
」、『
中
世
東
国

武
士
団
の
研
究
、
一
九
九
四
年
十
二
月
十
日
、
高
科
書
店
刊
所
収
』）。

眈

前
掲
盻
、
野
口
実
氏
論
文

眇

亀
田
帛
子
氏
「
物
語
に
お
け
る
佐
々
木
兄
弟
」（『
吾
妻
鏡
』
と
中
世
物
語
、
一
九
九
四
年
三
月
十
日
、
双
文
社
出
版
刊
所
収
）
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眄

鈴
木
彰
氏
「
中
世
武
家
社
会
と
『
平
家
物
語
』
│
│
応
永
二
十
一
年
、
佐
々
木
三
郎
長
綱
の
「
庭
中
言
上
」
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（「
日
本
文
学
」

四
九
―
七
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）

眩

生
形
貴
重
氏
「『
平
家
物
語
』
合
戦
譚
孝
│
│
頼
朝
挙
兵
譚
・
一
の
谷
の
合
戦

延
慶
本
・
覚
一
本
を
え
ぐ
っ
て
│
│
」（『「
平
家
物
語
」
の
基

層
と
構
造
│
│
水
の
神
と
物
語
│
│
』
一
九
八
四
年
、
近
代
文
芸
社
刊
所
収
）

眤

柳
田
洋
一
郎
氏
「
佐
々
木
遅
参
の
理
由
│
│
延
慶
本
平
家
物
語
と
伝
承
の
経
路
│
│
」（「
梅
花
短
期
大
学
研
究
紀
要
四
五
、
一
九
九
七
年
三

月
」

本
稿
に
お
け
る
本
文
引
用
は
、
延
慶
本
は
『
延
慶
本
平
家
物
語

本
文
篇
』（
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
〇
年
）、
長
門
本
は

『
長
門
本
平
家
物
語
の
総
合
研
究

第
一
巻
校
注
篇
』（
麻
原
美
子
・
名
波
弘
彰
編
、
勉
誠
社
、
一
九
九
八
年
）、
源
平
盛
衰
記
は
『
源
平
盛
衰
記

四

中
世
の
文
学
』（
美
濃
部
重
克
・
松
尾
葦
江
校
注
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
四
年
）、
四
部
合
戦
状
本
は
『
訓
読
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』（
高
山

利
弘
編
著
、
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
吾
妻
鏡
は
『
岩
波
文
庫

吾
妻
鏡
』（
龍
粛
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）、
玉
葉
は
『
玉
葉
』（
名
著

刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。

（
な
か
む
ら

り
え
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
）

延
慶
本
平
家
物
語
頼
朝
挙
兵
譚
考

一
九


